
（別紙３）

〜 2026年 2⽉ 8⽇

（対象者数） （回答者数）

〜 2026年 2⽉ 28⽇

（対象者数） （回答者数）

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 引き続き療育の様⼦や内容を保護者の⽅々にわかりやすく
伝えられるように努⼒していきます。

2 情報のアップデートを⾏いながら、お⼦様たちが飽きない
ような活動内容を考えていきます。

3 引き続き室内点検や清掃に努めていきます。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1 活動内容の掲⽰をさらに⾒やすい掲⽰にしていきます。

2 出来る限り多くの⽅々にご利⽤頂けるような体制を整えら
れるよう努⼒して参ります。

3 暖房の温度調整をこまめに⾏っていきます。

療育の中で避難訓練を⾏った際に、保護者の⽅々への周知を
しきれない点がありました。

避難訓練の該当⽇以外の利⽤者や保護者にとって、掲⽰物の
確認のお声掛けが不⼗分であったためと思われます。

個別の定員がいっぱいの為、ご利⽤希望者へ個別の提供が難
しい状況です。

法令に定められた上限の中で個別の部屋やプレイルームの活
⽤を考慮する必要があります。

窓ガラスの⾯積が広く、冷気を感じやすい場所があります。 窓ガラスの⾯積が広い点です。

お⼦様たちが、通所を楽しみにし療育の中で達成感や満⾜感
が毎回持てる様にプログラムを考えています。
発表会やイベントの中で成⻑した姿を⾒て頂く企画を⾏って
います。

・個々の狙いや⽬的を定めた上で、⼦ども達が楽しく活動出
来る内容を考えています。
・⼩集団では特性に合わせたクラス編成を⾏っております。
特性の近い⼩集団を形成する事で他児交流の充実を図ってい
きます。

⽣活空間は、清潔で⼼地よく過ごせる環境に整え⼦ども達の
活動に合わせ構造化された環境になっています。
また、事業所の設備等はバリアフリー化や、情報伝達への配
慮を考慮しています。

・お⼦様が安全に過ごせるように、朝⼣の教室内点検を⾏っ
ております。
・清潔のルーティーンを明確にし、漏れがないようにしてい
ます。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⼦どもや保護者との意⾒の疎通や情報伝達の為の配慮を⾏
い、保護者の⽅々に対して⾯談や育児に関する助⾔等の⽀援
を⾏っています。

・療育の様⼦はモニター等でご覧になれるように設備を整え
ております。
・毎回の療育後にフィードバックの時間を設け療育内容の共
有を図っております。

○事業所名 palαあさか台（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 2026年 1⽉ 19⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2026年 2⽉ 8⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年 3⽉ 1⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

事業所における⾃⼰評価総括表公表


